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全
日
本
開
拓
者
連
盟
の
第

８１
回
通
常
総
会
が
６
月
１０

日
、
東
京「
ル
ポ
ー
ル
麹
町
」

で
開
催
さ
れ
た
。

菊
地
文
夫
委
員
長
の
開
会

挨
拶（
２
面
に
要
旨
）の
後
、

議
事
に
入
り
、
２６
年
度
運
動

方
針
な
ど
、
上
程
さ
れ
た
６

つ
の
議
案
は
全
て
承
認
さ
れ

た
。承

認
さ
れ
た
２６
年
度
運
動

方
針
は
、基
本
方
針
と
し
て
、

国
内
農
畜
産
業
を
守
る
こ
と

を
基
本
に
、
「
開
拓
営
農
の

持
続
的
発
展
」
と
「
畜
産
及

び
酪
農
経
営
の
安
定
」
を
念

頭
に
農
政
運
動
を
展
開
す
る

も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
青
年
部
副
部
長

の
大
塚
裕
太
氏
に
よ
り
宣
言

案
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
満
場

一
致
の
拍
手
で
採
択
し
、
閉

会
し
た
。

今
年
は
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
の
選
任
が
あ
り
、
総
会

終
了
後
の
新
中
央
常
任
委
員

に
よ
る
互
選
の
結
果
、
委
員

長
に
は
菊
地
氏
が
再
任
さ
れ

た
。ま
た
、新
た
に
平
嶋
勝
博

氏
が
監
事
に
選
出
さ
れ
た
。

委
員
長

菊
地
文
夫
（
関
東
）

副
委
員
長

新
津
賀
庸
（
中
央
）

中
央
常
任
委
員

野
田
頭
和
義
（
東
北
）

〃

黒
岩

優
（
九
州
）

〃

西
谷
悟
郎
（
中
央
）

監
事

石
原
文
義

（
中
部
・
関
西
）

〃

平
嶋
勝
博
（
九
州
）

全
日
本
開
拓
者
連
盟
は
６

月
１０
日
、農
水
省
に
対
し
て
、

畜
産
・
酪
農
政
策
並
び
に
予

算
に
関
す
る
要
請
活
動
を
行

っ
た
。

菊
地
委
員
長
を
は
じ
め
新

津
全
開
連
会
長
、
西
谷
振
興

協
会
会
長
ら
開
拓
中
央
三
団

体
の
役
員
と
、
全
日
本
開
拓

者
連
盟
青
年
部
の
大
塚
副
部

長
ら
７
名
が
、
農
水
省
の
広

瀬
建
農
林
水
産
大
臣
政
務
官

に
要
請
書
を
手
渡
し
た
。

要
請
事
項
は
①
国
内
畜
産

・
酪
農
業
の
経
営
安
定
対
策

と
生
産
基
盤
の
拡
充
・
強
化

②
生
産
原
価
を
踏
ま
え
た
適

正
な
価
格
形
成
と
理
解
醸
成

対
策
―
な
ど
の
７
項
目
。

現
状
で
の
生
産
資
材
の
高

騰
、
品
物
が
無
く
て
手
に
入

ら
ず
、
困
惑
し
て
い
る
状
況

を
示
し
、
生
産
者
が
安
心
し

て
生
産
活
動
が
で
き
る
よ
う

な
対
策
を
求
め
た
。

ま
た
、
青
年
部
大
塚
副
部

長
は
、
「
農
業
は
資
材
コ
ス

ト
が
上
が
っ
て
も
価
格
に
転

嫁
で
き
な
い
の
で
、
将
来
が

見
え
ず
子
供
に
継
い
で
く
れ

と
言
え
な
い
」
と
未
来
へ
の

不
安
を
訴
え
た
。

広
瀬
政
務
官
は
「
資
材
流

通
の
目
詰
ま
り
解
消
を
指
導

す
る
。
ま
た
、
適
正
価
格
で

販
売
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
は
重
要
だ
、
未
来
が
見
え

る
よ
う
な
政
策
に
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
述
べ
た
。

全
国
開
拓
振
興
協
会
は
連

盟
に
続
き
、
第
１４
回
定
時
総

会
を
開
催
。

西
谷
悟
郎
会
長
の
挨
拶
後

議
事
に
入
り
、
上
程
さ
れ
た

６
つ
の
議
案
等
は
全
て
可
決

さ
れ
た
。

当
協
会
も
、
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
の
選
任
の
件
が
上

程
さ
れ
、
候
補
者
名
簿
通
り

決
定
し
た
。
新
た
に
圷
幸
一

氏
（
岩
手
花
平
農
協
組
合

長
）
、
立
川
二
郎
氏
（
学
識

経
験
者
）、
上
野
雅
永
氏（
会

員
外
）
が
理
事
に
、
石
原
文

義
氏
（
香
取
開
拓
農
協
組
合

長
）
、
高
橋
孝
眞
氏
（
ジ
ャ

パ
ン
ビ
ー
フ
農
協
組
合
長
）

が
監
事
に
選
任
さ
れ
た
。

新
役
員
ら
が
会
長
理
事
と

専
務
理
事
の
互
選
を
行
い
、

次
の
と
お
り
発
表
し
た
。

会
長

西
谷
悟
郎

（
中
部
・
関
西
）

専
務

立
川
二
郎
（
学
経
）

理
事

伊
藤
重
敏（
北
海
道
）

〃

圷
幸
一

（
東
北
）

〃

八
代
正
幸
（
関
東
）

〃

井
上
富
男
（
九
州
）

〃

新
津
賀
庸
（
全
国
）

〃

本
多
由
和
（
全
国
）

〃

菊
地
文
夫
（
全
国
）

〃

上
野
雅
永（
会
員
外
）

監
事

石
原
文
義
（
全
国
）

〃

高
橋
孝
眞
（
全
国
）

〃
林
正
己（
実
務
精
通
者
）

農
水
省
は
５
月
２０
日
、
水

田
作
物
の
作
付
意
向
調
査

（
４
月
末
時
点
）
の
結
果
を

公
表
し
た
。
主
食
用
米
の
作

付
意
向
が
１
３
６
・
３
万
ha

と
、
前
年
よ
り
０
・
４
万
ha

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
前

回
調
査
（
１
月
末
）
と
比
較

す
る
と
０
・
２
万
ha
増
加
し

て
い
る
（
表
参
照
）
。

こ
の
面
積
で
計
算
す
る

と
、
生
産
さ
れ
る
主
食
用
米

の
量
は
、
７
３
３
万
ｔ
に
相

当
す
る
。
国
が
見
込
ん
で
い

る
２６
年
産
の
需
要
量
の
上
限

７
１
１
万
ｔ
を
大
き
く
上
回

る
こ
と
に
な
る
。

前
回
調
査
時
の
生
産
量
見

込
み
が
７
３
２
万
ｔ
で
、
す

で
に
２１
万
ｔ
需
要
量
を
オ
ー

バ
ー
し
て
い
た
が
、
今
回
さ

ら
に
１
万
ｔ
増
加
す
る
見
込

み
と
な
っ
た
。
こ
の
ま
ま
作

付
が
行
わ
れ
る
と
、
需
給
緩

和
の
懸
念
が
出
て
く
る
。

一
方
、
飼
料
用
米
は
年
々

作
付
面
積
が
減
少
し
て
き
て

お
り
、
今
回
が
３
・
３
万
ha

で
前
年
よ
り
１
・
３
万
ha
減

少
で
、
２４
年
と
比
べ
る
と
３

分
の
１
ま
で
減
っ
て
い
る
。

地
域
別
に
み
る
と
、
兵
庫

県
以
外
の
全
て
の
都
道
府
県

が
前
年
実
績
以
下
の
面
積
と

な
っ
て
い
る
。

畜
産
に
と
っ
て
、
輸
入
飼

料
が
高
止
ま
り
す
る
中
で
、

国
産
米
を
家
畜
に
給
与
す
る

こ
と
で
、経
営
の
安
定
化
と
、

畜
産
物
の
差
別
化
等
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
大
切
な
飼
料

と
な
っ
て
い
る
。

各
地
域
で
耕
畜
連
携
を
図

り
、
飼
料
用
米
が
増
産
で
き

る
よ
う
な
環
境
作
り
が
重
要

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
飼

料
用
米
を
生
産
す
る
こ
と
で

メ
リ
ッ
ト
と
な
る
よ
う
な
政

策
が
必
要
と
な
る
。

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
米
も
昨
年
よ
り

減
少
し
て
お
り
、今
回
が
４
・

５
万
ha
で
、
前
年
よ
り
０
・

４
万
ha
、
前
回
よ
り
０
・
３

万
ha
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。

初
夏
の
岩
手
を
彩
る
風
物

詩
と
し
て
「
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ

馬
コ
」
が
毎
年
６
月
第
２
土

曜
日
に
開
催
さ
れ
る
。

鬼
越
開
拓
（
滝
沢
市
：
岩

手
花
平
農
協
）
の
麓
に
あ
る

お
に
こ
し
そ
う
ぜ
ん

鬼
越
蒼
前
神
社
か
ら
、
盛
岡

市
街
を
通
っ
て
盛
岡
八
幡
宮

ま
で
の
１４
㎞
を
、
５
時
間
か

け
て
練
り
歩
く
。

農
耕
馬
と
し
て
働
く
お
礼

に
、
端
午
の
節
句
を
休
息
日

と
し
て
神
社
に
お
参
り
し
た

こ
と
が
起
源
と
さ
れ
る
。

色
鮮
や
か
な
手
作
り
の
衣

装
と
７
０
０
個
の
鈴
を
身
に

付
け
、
子
ど
も
達
を
乗
せ
て

晴
や
か
に
行
進
す
る
。

岩
手
は
昔
か
ら
馬
を
愛

し
、
「
南
部
曲
が
り
家
」
と

い
う
人
と
馬
が
一
緒
に
暮
ら

す
家
が
あ
る
。

連
盟
・
振
興
協
会
が
総
会
開
催

連
盟
・
振
興
協
会
が
総
会
開
催

岩手人の馬への愛「チャグチャグ馬コ」

鬼越蒼前神社から出発する馬コたち。今年は７２頭が参加

菊
地
委
員
長
が
再
任

全
日
本
開
拓
者
連
盟

新
専
務
理
事
に
立
川
氏

全
国
開
拓
振
興
協
会

選任された役員 上：連盟 下：振興協会

飼
料
用
米
の
作
付
面
積
が
一
昨
年
の
１
／
３
に

水
田
作
物
の
作
付
意
向
調
査（
４
月
末
）

農業の現状を訴える

農水省への要請活動、中央が広瀬政務官

開拓三団体が要請活動
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国
内
で
は
、
長
期
化
す
る

円
安
や
益
々
混
迷
を
深
め
る

国
際
紛
争
の
影
響
も
重
な

り
、
輸
入
原
材
料
価
格
や
燃

料
・
穀
物
等
の
高
騰
か
ら
、

国
民
の
暮
ら
し
は
非
常
に
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

我
々
農
業
者
に
と
っ
て

も
、
生
産
原
価
の
上
昇
や
、

不
安
定
な
販
売
価
格
が
、
経

営
を
圧
迫
し
て
お
り
ま
す
。

政
府
は
、
「
食
料
・
農
業

・
農
村
基
本
法
」を
改
正
し
、

自
給
力
強
化
に
向
け
た
「
食

料
安
全
保
障
の
確
立
」
を
最

重
要
課
題
と
し
、
国
内
農
業

生
産
の
拡
大
に
よ
る
、
食
料

の
安
定
供
給
の
確
保
、
農
業

の
持
続
的
発
展
、
農
村
の
振

興
、
多
面
的
機
能
の
発
揮
を

図
る
べ
く
、
主
要
政
策
の
方

向
性
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
当
連
盟
も
組

合
員
の
「
開
拓
営
農
の
持
続

的
発
展
」
と
「
経
営
安
定
政

策
」
の
実
現
を
念
頭
に
、
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

我
々
全
国
の
開
拓
者
が
、

そ
の
土
地
に
根
ざ
し
た
健
全

な
農
業
経
営
の
確
立
と
、
地

域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た

め
、
共
に
闘
お
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

今
総
会
に
提
案
す
る
運
動

方
針
の
実
現
に
向
け
、
開
拓

組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
行
け
ま
す
よ
う
、
節

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

食
料
は
命
の
源
だ
が
、
そ

の
源
は
種
だ
。
だ
か
ら
、
種

を
守
る
こ
と
は
国
民
の
命
を

守
る
た
め
の
一
番
の
要
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
、
「
種
を
制
す

れ
ば
、
世
界
を
制
す
る
」
こ

と
が
で
き
る
と
し
て
、
グ
ロ

ー
バ
ル
種
子
企
業
の
攻
勢
が

止
ま
ら
な
い
。

そ
れ
に
日
本
は
最
も
従
順

に
飲
み
込
ま
れ
て
、
国
民
の

命
を
疎
か
に
す
る
方
向
に
さ

ら
に
動
い
て
い
な
い
か
。

そ
し
て
、
酪
農
・
畜
産
に

つ
い
て
は
、
自
給
飼
料
の
増

産
が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、

牧
草
の
種
の
自
給
率
は
ほ
ぼ

ゼ
ロ
だ
と
い
う
現
実
も
直
視

し
な
い
と
い
け
な
い
。

★
グ
ロ
ー
バ
ル
種
子
企

業
の
品
種
開
発
に
公
的

機
関
が
動
員
さ
れ
る

「
気
候
変
動
等
対
応
品
種

法
案
」
と
「
改
正
種
苗
法
」

の
２
つ
の
種
子
関
連
法
案
が

国
会
に
出
さ
れ
た
。

ま
ず
、
新
品
種
開
発
を
め

ぐ
る
新
法
だ
が
、
気
候
変
動

に
対
応
し
た
品
種
開
発
を
大

義
名
分
と
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
、
国
民
の
税
金
や
公
的

資
源
を
投
入
し
て
種
苗
企
業

を
さ
ら
に
儲
け
さ
せ
る
と
い

う
本
質
を
隠
す
カ
ム
フ
ラ
ー

ジ
ュ
で
は
な
い
か
。
実
質
的

に
は
国
の
農
研
機
構
や
県
の

試
験
場
が
遺
伝
的
デ
ー
タ
や

施
設
や
人
も
提
供
し
て
、
民

間
企
業
の
新
品
種
に
協
力
さ

せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
で
き

た
新
品
種
は
企
業
が
持
っ
て

い
き
、
企
業
の
利
益
の
た
め

に
使
わ
れ
る
。

種
子
法
が
廃
止
さ
れ
た

後
、
各
自
治
体
で
は
種
子
条

例
を
つ
く
っ
て
、
地
域
の
種

子
の
開
発
を
何
と
か
続
け
て

い
こ
う
と
し
て
き
た
。
し
か

し
現
実
に
は
、
県
の
試
験
場

に
向
け
ら
れ
る
従
来
型
の
育

種
予
算
が
減
り
、
人
も
減
ら

さ
れ
て
い
る
中
で
、
こ
の
新

法
に
よ
っ
て
、
種
子
法
廃
止

後
に
各
地
の
種
子
条
例
で
守

ろ
う
と
し
て
き
た
地
域
の
育

種
事
業
は
、
ま
す
ま
す
形
骸

化
す
る
。

気
候
変
動
へ
の
対
処
も
、

本
来
は
地
域
ご
と
の
対
応
が

有
効
だ
が
、
地
域
に
合
っ
た

品
種
を
守
る
の
で
は
な
く
、

グ
ロ
ー
バ
ル
種
子
企
業
が
、

儲
け
た
い
方
向
の
品
種
開
発

に
公
的
機
関
が
動
員
さ
れ
る

流
れ
が
強
ま
る
。

★
育
成
者
権
が
世
界
最

長
に
な
る

さ
ら
に
、
種
苗
法
の
再
改

正
で
は
、
開
発
し
た
種
で
企

業
が
独
占
的
に
利
益
を
得
ら

れ
る
育
成
者
権
の
期
間
を
延

ば
し
て
、
企
業
が
種
ビ
ジ
ネ

ス
で
よ
り
長
く
儲
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
と
い
う
「
至
れ

り
尽
く
せ
り
」
だ
。
ま
さ
に

種
の
公
共
性
に
反
す
る
方
向

だ
。こ

れ
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
な

ど
で
問
題
に
な
っ
た
、
新
薬

の
デ
ー
タ
保
護
期
間
延
長
に

よ
っ
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
が
つ
く
り
に
く
く
な
っ

た
り
、
患
者
の
命
よ
り
も
巨

大
企
業
の
利
益
を
増
や
す
構

図
と
似
て
い
る
。

同
じ
問
題
が
、
日
本
が
率

先
し
て
、
種
の
世
界
で
起
き

い
ん
や
く
と
も

や

て
い
る
。
印
鑰
智
哉
氏
（
Ｏ

Ｋ
シ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

務
局
長
）
の
調
べ
で
わ
か
る

よ
う
に
、
日
本
の
種
の
育
成

者
権
は
世
界
最
長
に
な
る

（
表
）
。

印
鑰
氏
は
指
摘
す
る
。「
最

悪
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
無
条
件

に
地
方
自
治
体
が
持
つ
情
報

が
す
べ
て
農
研
機
構
の
育
種

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
吸
い
込
ま

れ
、
そ
れ
を
多
国
籍
企
業
が

利
用
し
て
、新
品
種
を
作
り
、

育
成
者
権
や
特
許
が
取
ら
れ

た
上
に
、そ
の
タ
ネ
の
増
産
、

お
よ
び
普
及
に
地
方
自
治
体

や
農
協
な
ど
の
種
採
り
農
家

が
動
員
さ
れ
る
と
い
う
も
の

で
し
ょ
う
」

★
種
の
自
給
率
も
ま
す

ま
す
下
が
る

す
で
に
野
菜
の
種
の
自
給

率
は
１０
％
し
か
な
く
、
海
外

か
ら
の
種
の
輸
送
が
止
ま
っ

た
ら
、
８０
％
あ
る
と
い
う
野

菜
の
自
給
率
は
、
実
質
８
％

し
か
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

だ
。
こ
の
ま
ま
、
野
菜
以
外

の
コ
メ
な
ど
の
種
も
企
業
の

種
に
な
り
、
海
外
の
ほ
場
で

採
種
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
く
と
、
種
の
自
給
率
も
さ

ら
に
下
が
っ
て
い
く
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。

な
お
、
酪
農
・
畜
産
に
つ

い
て
は
、
自
給
飼
料
の
増
産

が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、
牧

草
の
種
の
自
給
率
は
０
・
０

０
１
％
程
度
で
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ

だ
と
い
う
現
実
も
直
視
し
な

い
と
い
け
な
い
。
牧
草
な
ど

の
粗
飼
料
の
自
給
率
は
８０
％

と
い
う
が
、
種
が
止
ま
っ
た

ら
一
貫
の
終
わ
り
と
い
う
事

態
を
ど
う
改
善
す
る
の
か

が
、大
き
く
問
わ
れ
て
い
る
。

★
種
は
誰
の
も
の
か

こ
こ
で
押
さ
え
て
お
く
べ

き
な
の
は
、
「
種
を
制
す
る

者
は
世
界
を
制
す
る
」
と
い

う
構
図
だ
。
世
界
で
は
グ
ロ

ー
バ
ル
種
子
企
業
が
買
収
を

重
ね
、
自
分
た
ち
の
種
を
買

わ
な
け
れ
ば
生
産
で
き
な
い

仕
組
み
を
作
ろ
う
と
し
て
き

た
が
、
世
界
中
の
農
家
・
市

民
が
猛
反
発
し
て
、
苦
し
く

な
っ
て
き
た
。
苦
し
く
な
る

と
い
つ
も
そ
う
だ
が
、
何
で

も
言
う
こ
と
を
聞
く
国
が
あ

る
じ
ゃ
な
い
か
と
。日
本
だ
。

そ
し
て
、
日
本
が
「
ラ
ス

ト
リ
ゾ
ー
ト
」
か
の
よ
う
に

位
置
付
け
ら
れ
て
、
日
本
に

要
求
が
来
る
。

ま
ず
公
共
の
種
子
事
業
が

邪
魔
だ
と
し
て
、
種
子
法
が

廃
止
さ
れ
た
。
自
治
体
な
ど

が
、
育
成
し
た
種
の
知
見
を

民
間
へ
譲
渡
さ
せ
る
仕
組
み

も
つ
く
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

農
家
が
自
家
採
種
で
き
る
ま

ま
だ
と
次
か
ら
種
が
売
れ
な

く
な
る
か
ら
と
、
自
家
増
殖

を
原
則
禁
止
す
る
方
向
へ
種

苗
法
改
定
が
行
わ
れ
た
。

表
向
き
の
大
義
名
分
は

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が

中
国
や
韓
国
に
取
ら
れ
た
か

ら
、
日
本
の
種
を
守
る
」
と

い
う
も
の
だ
っ
た
が
、
実
際

に
は
企
業
に
種
を
渡
し
て
独

占
さ
せ
る
流
れ
を
強
め
て
き

た
。
そ
こ
へ
、
今
回
の
新
法

・
改
正
が
加
わ
っ
た
の
だ
。

そ
も
そ
も
種
は
誰
の
も
の

な
の
か
。何
千
年
も
か
け
て
、

多
く
の
人
々
が
育
て
て
き
た

共
有
財
産
で
あ
る
。
地
域
ご

と
に
根
づ
き
、
多
様
な
種
が

育
ま
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
、

一
部
の
企
業
が
少
し
新
し
い

形
質
を
加
え
た
か
ら
と
い
っ

て
長
期
に
独
占
し
、
利
益
を

増
幅
さ
せ
て
い
く
の
は
、
種

の
公
共
性
に
反
す
る
。

農
家
は
自
家
採
種
し
に
く

く
な
り
、
種
を
自
由
に
使
え

な
い
期
間
も
長
く
な
る
。
そ

れ
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
品

種
の
保
存
や
、
地
域
社
会
の

持
続
そ
の
も
の
に
対
す
る
脅

威
で
あ
る
。

一
部
の
企
業
の
儲
け
の
た

め
に
、
種
が
独
占
さ
れ
る
流

れ
を
食
い
止
め
る
に
は
、「
日

本
の
種
子
を
守
る
会
」と「
Ｏ

Ｋ
シ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
、
全
国
各
地
で
頑
張
っ
て

い
る
、
種
を
守
る
組
織
が
更

に
連
携
強
化
し
、
「
地
域
の

種
か
ら
つ
く
る
循
環
型
食
料

自
給
圏
」
の
構
築
に
向
け
た

「
飢
え
る
か
、
植
え
る
か
」

の
国
民
運
動
の
展
開
が
急
務

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
我
々
は
、
経
営

を
取
り
巻
く
環
境
が
依
然
厳

し
い
状
況
の
中
で
、
事
業
の

多
角
化
や
コ
ス
ト
の
削
減
な

ど
、
経
営
の
合
理
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
も
は

や
個
々
の
努
力
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
課
題

は
一
層
の
政
策
支
援
に
よ
り

解
決
す
る
ほ
か
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
国
に
は
、
こ
の

よ
う
な
危
機
的
な
状
況
に
あ

る
農
業
経
営
の
現
状
を
踏
ま

え
た
政
策
の
実
現
を
強
く
求

め
る
も
の
で
す
。

当
協
会
で
は
こ
れ
ま
で
、

会
員
の
皆
様
と
と
も
に
手
を

携
え
、開
拓
営
農
の
振
興
、発

展
の
た
め
各
般
の
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

２６
年
度
に
お
き
ま
し
て

も
、
お
お
む
ね
前
年
度
並
み

の
収
益
を
見
込
ん
で
い
ま
す

が
、
農
畜
産
業
が
厳
し
い
経

営
環
境
に
あ
る
今
こ
そ
、
一

過
性
で
は
な
く
、
将
来
を
見

据
え
て
経
営
基
盤
の
強
化
を

図
り
、
足
腰
の
強
い
開
拓
農

家
、
開
拓
営
農
を
育
て
て
い

く
た
め
の
対
策
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
年
度
も
開

拓
営
農
振
興
事
業
を
始
め
と

す
る
公
益
目
的
事
業
予
算
を

前
年
度
並
み
に
確
保
し
、
会

員
、
開
拓
農
家
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

２５
年
度
の
「
食
料
・
農
業

・
農
村
白
書
」
が
５
月
２９
日

に
公
表
さ
れ
た
。

特
集
は
「
米
の
安
定
供
給

に
向
け
た
対
応
」（
前
月
号
で

紹
介
）で
、ト
ピ
ッ
ク
ス
は
次

の
２
項
目
と
な
っ
て
い
る
。

▼
地
域
農
業
の
将
来
を
描
く

地
域
計
画
の
取
組

２５
年
４
月
末
時
点
で
１
６

１
５
市
町
村
、
１
万
８
８
９

４
地
区
に
お
い
て
地
域
計
画

が
策
定
さ
れ
た
が
、
将
来
の

受
け
手
に
集
約
化
し
た
地
域

計
画
は
約
１
割
。
農
用
地
等

面
積
は
４
２
２
万
ha
で
、
受

け
手
が
決
ま
っ
て
い
な
い
面

積
が
約
３
割
に
も
上
る
。

▼
特
別
企
画
：
昭
和
１
０
０

年
を
振
り
返
っ
て

○
昭
和
初
期

食
生
活
の
質
が
向
上
。
桑

の
代
わ
り
に
野
菜
や
果
実
の

生
産
増
加
。
農
作
物
の
品
種

開
発
と
栽
培
技
術
の
向
上
。

○
第
二
次
世
界
大
戦
中

食
糧
管
理
法
が
制
定
さ

れ
、
物
資
等
の
統
制
。
米
や

麦
の
生
産
が
優
先
さ
れ
、
生

糸
や
果
実
の
生
産
が
減
少
。

○
４５
〜
５５
年
（
昭
和
２０
〜
）

農
地
改
革
に
よ
り
自
作
農

が
多
数
を
占
め
、
協
同
組
合

が
発
達
。食
料
増
産
に
向
け
、

農
地
・
農
業
用
水
を
開
発
。

○
６０
年
前
後
（
昭
和
３５
）

経
済
成
長
の
過
程
で
、
農

業
従
事
者
と
他
産
業
従
事
者

と
の
所
得
格
差
が
拡
大
。
農

業
か
ら
他
産
業
へ
の
労
働
力

の
移
動
。

○
７０
年
代
（
昭
和
４５
〜
）

都
市
の
過
密
化
と
農
村
の

過
疎
化
が
進
行
。
多
く
の
兼

業
農
家
が
稲
作
に
シ
フ
ト
。

７１
年
か
ら
米
の
生
産
調
整
本

格
化
。肉
類
の
消
費
が
伸
び
、

農
産
物
輸
入
が
増
加
。

○
平
成
へ

食
糧
管
理
法
が
廃
止
さ

れ
、
生
産
者
の
自
主
性
や
流

通
の
合
理
化
を
図
る
制
度
と

す
る
食
糧
法
が
制
定
。

○
令
和
か
ら
未
来
へ
続
く

※
な
お
、
本
文
は
農
水
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

昭
和
１００
年
を
振
り
返
っ
て

西
谷
振
興

協
会

会
長
総
会
挨
拶

西
谷
振
興

協
会

会
長
総
会
挨
拶

菊
地
連

盟

委
員
長
総
会
挨
拶

菊
地
連

盟

委
員
長
総
会
挨
拶

２５
年
度
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
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５
月
１５
日
、
家
畜
伝
染
病

予
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
案
が
参
議
院
本
会
議
で
可

決
、
成
立
し
、
１９
日
に
公
布

さ
れ
た
。

２４
年
１１
月
に
国
内
で
初
め

て
発
生
し
、
福
岡
県
と
熊
本

県
で
感
染
が
拡
大
し
た
牛
の

ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病
が
、
家

畜
伝
染
病
に
追
加
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
届
出
伝
染
病
か

ら
家
畜
伝
染
病
に
格
上
げ
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
有
事
に

は
、
緊
急
ワ
ク
チ
ン
接
種
や

殺
処
分
、
移
動
制
限
等
が
課

さ
れ
る
。

豚
熱
発
生
時
の
殺
処
分
に

つ
い
て
も
対
応
が
変
更
さ
れ

た
（
図
参
照
）
。
こ
れ
ま
で

は
農
場
内
で
豚
熱
が
発
生
し

た
場
合
、
全
頭
殺
処
分
と
な

っ
て
い
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
済
み
で
症
状
が
認
め
ら
れ

な
い
も
の
は
殺
処
分
の
対
象

外
と
な
る
。

さ
ら
に
、
豚
熱
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
担
う
獣
医
師
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
都
道

府
県
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
研
修
を
受
け
て
接

種
技
術
を
有
す
る
飼
養
衛
生

管
理
者
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
特
例
を

措
置
し
た
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

の
免
疫
の
獲
得
状
況
を
調
べ

る
確
認
検
査
を
、
都
道
府
県

か
ら
大
学
や
民
間
検
査
機
関

に
委
託
し
た
場
合
に
は
、
委

託
費
の
半
額
を
国
が
負
担
す

る
制
度
も
設
け
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
輸
入
禁
止
品
へ

の
対
応
も
強
化
さ
れ
た
。
違

法
畜
産
物
の
販
売
等
を
禁
止

す
る
ほ
か
、
家
畜
防
疫
官
に

外
国
食
材
店
等
へ
の
立
ち
入

り
検
査
や
輸
入
禁
止
品
を
廃

棄
で
き
る
権
限
な
ど
を
付
与

す
る
こ
と
で
、
取
り
締
ま
り

を
強
化
す
る
。

※
な
お
、
こ
の
改
正
家
畜

伝
染
病
予
防
法
は
公
布
の
日

か
ら
３
ヵ
月
以
内
に
施
行
さ

れ
る
予
定
だ
。

Ｊ
Ａ
全
農
は
５
月
１５
日
、

各
農
協
な
ど
に
供
給
す
る
秋

肥
（
６
〜
１０
月
）
価
格
の
引

き
上
げ
を
発
表
し
た
。
中
東

情
勢
の
緊
迫
化
に
よ
り
、
輸

入
原
料
価
格
の
国
際
市
況
が

上
昇
し
、
主
要
品
目
の
尿
素

・
過
石
・
塩
化
カ
リ
等
が
い
ず

れ
も
値
上
が
り
と
な
っ
た
。

窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
を

各
１５
％
含
む
基
準
銘
柄
の
高

度
化
成
は
、
前
期
（
１１
〜
５

月
）
と
比
べ
て
５
％
値
上
が

り
す
る
。

品
目
別
に
み
る
と
、
窒
素

質
の
尿
素
（
輸
入
）
が
同
１４

・
５
％
上
昇
と
、
最
大
の
値

上
が
り
と
な
る
。
尿
素
は
天

然
ガ
ス
が
主
原
料
で
、
中
東

地
域
が
世
界
輸
出
量
の
約
４０

％
を
占
め
て
い
る
。
中
東
情

勢
が
緊
迫
化
し
て
か
ら
尿
素

の
国
際
相
場
が
急
騰
し
た
。

全
農
の
輸
入
元
は
、
マ
レ

ー
シ
ア
が
中
心
な
の
で
、
現

時
点
で
の
品
不
足
は
な
い
と

さ
れ
る
。

そ
の
他
の
窒
素
質
と
し
て

は
、
硫
安
（
粉
）
が
１
・
４

％
、
石
灰
窒
素
が
２
・
６
％

そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
て
い
る
。

リ
ン
酸
質
の
過
石
が
同
４

・
９
％
、
重
焼
リ
ン
が
同
４

・
５
％
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
。

カ
リ
質
の
塩
化
カ
リ
が
同

７
・
３
％
、
硫
酸
カ
リ
が
同

７
・
８
％
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し

て
い
る
。

輸
入
原
料
価
格
の
高
騰
の

他
に
も
、
労
務
費
や
物
流
費

な
ど
の
上
昇
も
要
因
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
ホ
ク
レ
ン
農
協
連

は
５
月
２８
日
、
２６
肥
料
年
度

（
２６
年
６
月
〜
２７
年
５
月
）

取
扱
い
主
要
化
学
肥
料
の
平

均
で
、
前
年
度
比
２４
・
７
％

の
値
上
げ
を
発
表
し
た
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
６
月
５
日
、

２６
年
度
の
生
乳
及
び
牛
乳
乳

製
品
の
需
給
に
つ
い
て
、
２

回
目
の
見
通
し
を
発
表
し

た
。全

国
の
生
乳
生
産
量
は
、

７
３
１
万
ｔ
（
前
年
比
１
・

２
％
減
）と
な
る
見
込
み（
表

１
）
。
都
府
県
で
は
５
年
連

続
の
減
産
、
北
海
道
は
３
年

ぶ
り
の
減
産
、
全
国
で
も
３

年
ぶ
り
の
減
産
と
な
る
見
込

み
。
し
か
し
、
前
回
見
通
し

（
１
月
）
よ
り
５
万
２
千
ｔ

上
方
修
正
し
て
い
る
。
乳
価

引
き
上
げ
に
よ
る
生
産
意
欲

の
向
上
や
１
頭
あ
た
り
乳
量

の
増
加
を
考
慮
し
た
。

乳
用
雌
牛
の
頭
数
に
つ
い

て
は
、
２
歳
未
満
頭
数
（
３

月
時
点
）
は
、
北
海
道
・
都

府
県
と
も
に
前
年
を
下
回
る

見
通
し
。
搾
乳
牛
と
な
る
２

歳
以
上
頭
数
は
、
北
海
道
で

前
年
並
み
を
見
込
む
一
方
、

都
府
県
で
約
８
千
頭
減
少
す

る
見
通
し
。

２５
年
度
の
乳
用
雌
牛
出
生

頭
数
実
績
は
、
北
海
道
は
前

年
比
９７
・
２
％
、
都
府
県
は

同
９８
・
９
％
と
、
い
ず
れ
も

前
年
を
下
回
っ
た
。

一
方
、
２６
年
度
の
牛
乳
等

生
産
量
は
、
牛
乳
類
が
同
１

・
５
％
減
の
４
２
８
万
８
千

㎘
で
、
は
っ
酵
乳
は
同
０
・

３
％
増
の
１
０
４
万
９
千
㎘

と
見
込
ん
で
い
る（
表
２
）。

牛
乳
類
の
需
要
面
は
２５
年

８
月
の
価
格
改
定
以
降
、
消

費
量
が
前
年
水
準
を
下
回
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

ア
ピ
ー
ル
が
必
要
だ
。

脱
脂
粉
乳
の
在
庫
に
つ
い

て
は
、
Ｊ
ミ
ル
ク
が
実
施
す

る
在
庫
削
減
対
策
（
１
万
３

千
ｔ
削
減
）
を
加
味
し
て
も

同
１９
・
８
％
増
の
８
万
３
千

ｔ
が
見
込
ま
れ
る
。

秋
田
県
仙
北
郡
美
郷
町

せ
ん
ば
た

（
旧
千
畑
町
）
の
千
畑
開
拓

は
、
花
火
で
有
名
な
大
曲
の

東
に
位
置
す
る
。

同
地
区
は
標
高
が
１
０
０

〜
１
２
０
ｍ
の
緩
傾
斜
地
な

の
で
、
冬
の
寒
さ
と
豪
雪
は

厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

土
壌
は
腐
植
質
に
富
む
、

比
較
的
条
件
が
良
い
土
地
だ

っ
た
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は

酸
性
の
痩
せ
た
土
地
も
見
受

け
ら
れ
た
。

こ
の
開
拓
地
は
、
４０
年
か

ら
１２
戸
が
入
植
し
て
い
た

が
、
戦
後
の
４６
年
か
ら
は
第

二
次
と
し
て
１
１
１
戸
が
入

植
し
た
。

当
初
は
、
雑
穀
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
、
大
豆
な
ど
を
栽
培
し

た
が
、
な
か
な
か
生
活
で
き

る
状
況
ま
で
い
か
ず
、
出
稼

ぎ
等
に
出
る
農
家
も
少
な
く

な
か
っ
た
。

や
が
て
、
酪
農
や
肥
育
牛

な
ど
の
畜
産
農
家
も
増
え
て

き
て
、
一
丈
木
地
区
な
ど
は

酪
農
が
一
時
期
主
流
に
な
っ

て
い
た
。
５６
年
に
暁
、
一
丈

木
な
ど
４
つ
の
組
合
が
合
併

し
て
千
畑
村
開
拓
農
協
が
設

立
さ
れ
た
。

こ
の
開
拓
地
の
最
大
の
問

題
点
は
水
の
確
保
で
あ
っ

た
。
井
戸
を
掘
っ
て
も
一
滴

の
水
も
出
な
い
。
雨
水
を
溜

め
た
り
、
川
に
水
を
汲
み
に

行
く
日
々
が
続
い
た
。

５２
年
、
待
ち
に
待
っ
た
田

沢
疎
水
が
通
水
し
、
皆
の
喜

び
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
念

願
で
あ
っ
た
水
稲
が
作
付
け

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ハ
イ

ペ
ー
ス
で
田
園
地
帯
が
広
が

っ
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
７０
年
代
に
な

る
と
、増
産
体
制
か
ら
一
変
、

減
反
政
策
へ
と
猛
烈
な
逆
風

が
吹
い
て
き
た
。
こ
こ
で
挫

け
な
い
の
が
開
拓
農
家
で
あ

り
、
地
道
な
努
力
を
積
み
重

ね
な
が
ら
今
も
歩
み
続
け
て

い
る
。

８３
年
に
、
役
目
を
終
え
た

千
畑
村
開
拓
農
協
が
解
散

し
、
記
念
に「
拓
魂
」碑
が
一

丈
木
公
園
に
建
て
ら
れ
た
。

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
（
熊

本
県
球
磨
郡
錦
町
）
は
こ
の

た
び
、
カ
タ
ー
ル
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
、

バ
ー
レ
ー
ン
の
３
ヵ
国
か
ら

ハ
ラ
ー
ル
施
設
認
定
を
受
け

た
。
こ
れ
で
該
当
国
へ
の
輸

出
が
可
能
と
な
っ
た
。

す
で
に
認
定
を
受
け
て
い

た
タ
イ
、
マ
カ
オ
と
合
わ
せ

て
５
ヵ
国
（
地
域
）
へ
の
輸

出
が
可
能
と
な
っ
た
。

今
後
も
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
、
多
く

の
国
々
へ
の
輸
出
認
定
を
目

指
し
て
い
る
。

７
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

７
月

３
日

全
開
連
東
日
本
業
務

担
当
者
会
議
（
青
森
）

３
日

全
開
連
九
州
地
区
業

務
部
課
長
・
生
産
指
導

担
当
者
会
議
（
福
岡
）

１０
日

全
国
開
拓
青
年
部
役

員
会
（
東
京
）

２４
日

ゆ
う
き
青
森
農
協
畜

産
共
進
会

家
畜
伝
染
病
予
防
法
が
公
布

家
畜
伝
染
病
予
防
法
が
公
布

改
正

水不足の土地から田園地帯へ

秋田県美郷町・千畑開拓

ラ
ン
ピ
ー
ス
キ
ン
病
や
豚
熱
の
対
応
変
更

Ｊミルク

全 農

生
乳
生
産
量
を
上
方
修
正

秋
肥
高
度
化
成（
基
準
）が
５
％
上
昇

ゼンカイミート㈱
ハラール施設認証
ゼンカイミート㈱
ハラール施設認証
カタール・ＵＡＥ
バーレーン

中
東
情
勢
緊
迫
化
で
輸
入
尿
素
１４
・
５
％
上
げ

２６
年
度

生
乳
・
乳
製
品
の
需
給
見
通
し
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農
水
省
は
６
月
１
〜
５
日

ま
で
同
省
北
別
館
１
階
「
消

費
者
の
部
屋
」
で
、
「
ス
キ

ム
ミ
ル
ク
の
魅
力
を
ギ
ュ
ウ

っ
と
！
ニ
ュ
ウ
な
世
界
を
の

ぞ
い
て
み
よ
う
」
と
題
し
た

展
示
を
行
っ
た
。

６
月
２
〜
４
日
に
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者
限
定
で

ス
キ
ム
ミ
ル
ク
の
試
供
品
を

配
布
し
た
。
試
供
品
と
と
も

に
、
レ
シ
ピ
の
冊
子
も
配
布

さ
れ
、
コ
ロ
ッ
ケ
や
雑
炊
な

ど
、
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
を
使
っ

て
栄
養
を
手
軽
に
摂
取
で
き

る
レ
シ
ピ
も
紹
介
さ
れ
た
。

全
国
の
牛
乳
パ
ッ
ク
と
共

に
各
地
の
牛
乳
を
紹
介
す
る

展
示
や
、
脱
脂
粉
乳
の
在
庫

が
積
み
上
が
っ
て
い
る
仕
組

み
を
紹
介
し
、
来
場
者
に
牛

乳
・
乳
製
品
の
消
費
を
呼
び

か
け
た
。
こ
の
展
示
は
「
牛

乳
で
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の

活
動
も
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

日
清
丸
紅
飼
料
㈱
は
５
月

２１
日
、
東
京
都
中
央
卸
売
食

肉
市
場
で
「
全
国
霜
降
り
牛

研
究
会
」
第
２３
回
牛
枝
肉
共

励
会
を
開
催
し
た
。

和
牛
部
門
で
、
長
崎
県
雲

仙
市
の
㈱
坂
口
畜
産
の
出
品

牛
（
黒
毛
和
種
去
勢
）
が
優

秀
賞
を
受
賞
し
た（
写
真
）。

坂
口
畜
産
の
受
賞
牛
は
２８

・
９
ヵ
月
齢
で
、
種
雄
牛
は

「
茂
晴
花
」
、
母
の
父
「
喜

亀
忠
」
。
枝
肉
重
量
６
５
５

㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
１
５
１

㎠
、
バ
ラ
厚
１１
・
５
㎝
、
皮

下
脂
肪
１
・
５
㎝
、
歩
留
基

準
値
８７
・
３
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
Ｎ
ｏ

・
１２
で
、
格
付
け
は
Ａ
５
と

豊
か
な
肉
付
き
で
、
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
デ
ー
タ
・

ラ
ボ
ラ
ト
リ
㈱
は
５
月
２６

日
、
ミ
ル
ク
リ
ッ
チ
商
品
の

需
要
意
識
に
関
す
る
調
査
の

結
果
を
公
表
し
た
。
全
国
の

２０
〜
５０
代
の
男
女
１
２
０
０

人
を
対
象
に
実
施
し
た
。

若
者
の
牛
乳
離
れ
の
実
態

が
あ
る
一
方
で
、
「
ミ
ル
ク

リ
ッ
チ
（
ミ
ル
ク
多
め
）
の

商
品
を
注
文
す
る
機
会
が
増

え
て
い
る
か
」
と
い
う
質
問

で
は
、
全
体
で
は
１９
・
７
％

で
「
増
え
て
い
る
」
と
回
答

し
た
。
カ
フ
ェ
ラ
テ
・
カ
フ

ェ
オ
レ
が
好
き
と
回
答
し
た

人
に
、
「
ミ
ル
ク
が
多
い
も

の
と
コ
ー
ヒ
ー
が
多
い
も
の

ど
ち
ら
が
好
き
か
」
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、
「
ミ
ル
ク
感
が

強
い
も
の
」
と
答
え
た
人
が

４２
・
７
％
だ
っ
た
。
ミ
ル
ク

テ
ィ
ー
に
つ
い
て
も
、
「
ミ

ル
ク
感
が
強
い
も
の
」
と
答

え
た
人
が
３５
・
９
％
だ
っ
た
。

「
ミ
ル
ク
が
主
役
の
ラ
テ

商
品
に
魅
力
を
感
じ
る
か
」

の
質
問
の
回
答
は
、
円
グ
ラ

フ
の
と
お
り
。
約
半
数
が
魅

力
を
感
じ
る
と
回
答
し
て
い

る
。「
魅
力
を
感
じ
る
理
由
」

で
は
、
「
濃
厚
で
満
足
感
が

あ
り
そ
う
だ
か
ら
」
が
３３
・

５
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で

「
ほ
っ
と
す
る
・
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
そ
う
だ
か
ら
」
が
２２

・
７
％
、
「
タ
ン
パ
ク
質
や

カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
栄
養
が
摂

れ
そ
う
だ
か
ら
」
１５
・
８
％

だ
っ
た
。

農
研
機
構
と
七
王
工
業
㈱

は
６
月
３
日
、
「
再
生
可
能

資
源
由
来
の
新
素
材
で
劣
化

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
再
生
―
Ｇ

Ｘ
時
代
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え

る
次
世
代
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
再

生
技
術
」
と
題
し
た
技
術
を

開
発
し
た
こ
と
を
発
表
し

た
。◆

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
重
要

な
イ
ン
フ
ラ
材
料
だ
が
、
原

料
が
石
油
で
あ
る
た
め
環
境

負
荷
・
資
源
枯
渇
が
危
惧
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
使
用
済

み
の
９９
％
以
上
が
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
て
い
る
が
、
再
生
を

繰
り
返
す
と
品
質
が
低
下
し

硬
く
も
ろ
く
な
る
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。

◆
農
研
機
構
食
品
研
究
部

門
は
、
で
ん
ぷ
ん（
ご
は
ん
、

接
着
剤
（
の
り
）
な
ど
）
と

脂
肪
酸
（
植
物
油
）
を
原
料

に
製
造
し
た
「
Ｃ
―
Ａ
Ｇ
」

を
開
発
し
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

改
質
剤
と
し
て
の
利
用
開
発

を
進
め
て
き
た
。
同
「
Ｃ
―

Ａ
Ｇ
」
の
特
長
か
ら
、
変
化

し
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
内
部

構
造
を
再
編
成
し
、
再
生
に

利
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
し

た
。顕

微
鏡
で
の
内
部
構
造
研

究
や
、
硬
さ
を
確
か
め
る
折

り
曲
げ
試
験
で
も
柔
軟
性
が

回
復
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。

ま
た
、
概
算
だ
が
、
日
本

の
で
ん
ぷ
ん
需
給
量
に
対
し

て
０
・
１
％
以
下
の
少
量
で
、

国
内
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
再
生

に
必
要
な
Ｃ
―
Ａ
Ｇ
を
賄
う

こ
と
が
可
能
と
試
算
さ
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
、
で
ん
ぷ
ん

を
含
む
食
品
廃
棄
物
な
ど
か

ら
も
、
Ｃ
―
Ａ
Ｇ
が
生
産
可

能
と
み
ら
れ
て
い
る
。

今
回
は
、「
石
田
さ
ん
」の

フ
ラ
イ
パ
ン
ひ
と
つ
で
簡
単

ご
ち
そ
う
シ
リ
ー
ズ
の
第
一

弾
、
暑
い
夏
も
食
べ
ら
れ
る

す
き
焼
き
の
お
届
け
だ
。

蒸
し
暑
い
日
が
続
く
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ミ
ナ

が
つ
く
肉
と
夏
野
菜
を
使
っ

た
簡
単
な
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

☆
夏
野
菜
の
あ
っ
さ
り
す
き

焼
き

作
り
方

【
下
ご
し
ら
え
】

①
い
ん
げ
ん
は
ヘ
タ
と
筋

を
取
り
、
半
分
に
切
る
。
た

ま
ね
ぎ
は
繊
維
に
沿
っ
て
７

㎜
幅
に
切
る
。み
ょ
う
が（
し

し
と
う
、
オ
ク
ラ
で
も
美
味

し
い
）は
縦
４
等
分
に
切
る
。

牛
肉
も
５
㎝
幅
に
切
る
。

②
焼
き
豆
腐
は
ペ
ー
パ
ー

タ
オ
ル
で
包
ん
で
水
気
を
取

り
、
４
等
分
に
切
る
。

【
焼
く
】

③
温
め
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に

サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
、
牛
肉
を

広
げ
な
が
ら
入
れ
る
。
サ
ッ

と
焼
き
色
が
つ
い
た
ら
上
下

を
返
し
、
反
対
側
も
同
様
に

焼
く
。

④
牛
肉
を
寄
せ
る
。
空
い

て
い
る
と
こ
ろ
に
焼
き
豆

腐
、た
ま
ね
ぎ
、い
ん
げ
ん
を

加
え
る
。
時
々
上
下
を
返
し

な
が
ら
３
分
ほ
ど
焼
く
。

⑤
め
ん
つ
ゆ
と
み
り
ん
を

回
し
入
れ
、
ふ
た
を
し
て
５

〜
６
分
ほ
ど
中
火
で
煮
る
。

⑥
最
後
に
み
ょ
う
が
を
加

え
、
５
分
ほ
ど
煮
る
。
器
に

盛
り
、煮
汁
を
回
し
か
け
る
。

生
卵
に
付
け
て
食
べ
る
の
も

お
薦
め
。

☆
牛
肉
の
タ
ン
パ
ク
質
に

つ
い
て
↓
タ
ン
パ
ク
質
は
筋

肉
や
臓
器
な
ど
と
い
っ
た
体

を
作
る
も
と
に
な
る
た
め
、

疲
れ
た
体
を
修
復
す
る
た
め

に
必
要
な
栄
養
素
で
す
！
タ

ン
パ
ク
質
は
２０
種
類
の
ア
ミ

ノ
酸
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
９
種
類
は
体

内
で
作
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
食
物
か
ら
摂
取
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
９

種
類
の
ア
ミ
ノ
酸
を
「
必
須

ア
ミ
ノ
酸
」
と
い
い
ま
す
！

牛
肉
の
タ
ン
パ
ク
質
に
は

必
須
ア
ミ
ノ
酸
が
バ
ラ
ン
ス

よ
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

良
質
な
タ
ン
パ
ク
質
と
い
え

ま
す
！

☆
旬
の
野
菜
に
つ
い
て
↓

さ
や
い
ん
げ
ん
、
み
ょ
う
が

は
夏
野
菜
で
、
日
差
し
や
暑

さ
で
疲
れ
る
体
を
守
っ
て
く

れ
る
成
分
が
入
っ
て
い
ま
す

！
さ
や
い
ん
げ
ん
に
は
、
皮

膚
や
粘
膜
の
免
疫
機
能
を
保

つ
β
カ
ロ
テ
ン
や
、
疲
労
回

復
に
役
立
つ
ア
ミ
ノ
酸
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
！

み
ょ
う
が
に
は
、
食
欲
増

進
効
果
が
あ
る
α
‐
ピ
ネ
ン

と
い
う
香
気
成
分
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
！

夏野菜のあっさりすき焼き 材料（２人分）
・牛切り落とし肉（すき焼き用） ２００ｇ
・さやいんげん ８０ｇ
・たまねぎ １／２コ（１００ｇ）
・みょうが ３コ
・焼き豆腐 １／２（１５０ｇ）

・めんつゆ（市販／ストレートタイプ） カップ２／３

・サラダ油 小さじ１
・みりん 大さじ２
・生卵（お好みで） ２個（付ける用）

㈱坂口畜産優秀賞（長崎）

「
ミ
ル
ク
リ
ッ
チ
飲
料
」人
気
の
傾
向

全国霜降り牛研究会

ミ
ル
ク
を
他
飲
料
で
割
っ
て
飲
む

和牛部門ス
キ
ム
ミ
ル
ク
の
魅
力
を
発
信

農
水
省
消
費
者
の
部
屋

次
世
代
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
再
生
技
術
を
発
表

㊤：賑わう会場の様子、㊦：パネル展示の内容

農研機構の資料から
柔らかく、曲がる
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佐賀県鹿島市の七浦第１開拓の重松
農場は、重松英利さん（４０歳）由美さ
んご夫妻と、お姉さんが就業している。
また、重松夫妻には、沙奈ちゃん、依
奈ちゃん、桃奈ちゃんの３姉妹がおり、
にぎやかに暮らしている。
祖父の菊雄さんが入植したのが１９５２
年で、５６年にはみかん栽培が始まった。
７０年に父の昇さんが就農し、乳用種肥
育もスタートした。７６年にはみかん畑
１ha、乳用種肥育８０頭と、着実に規模
を拡大していった。
８９年には和牛繁殖牛２頭を導入し、

９３年にみかん栽培を止めて交雑種８０
頭、繁殖牛５頭の畜産経営に専念する。
２００６年に英利さんが２０歳で就農し、現
在は和牛１２０頭、繁殖牛３０頭、預託牛
（経産肥育）４０頭、野菜２０ａと、経営
は多岐にわたっている。
現状では、七浦の本場で繁殖と畑作、
隣の太良町の２ヵ所（いずれも開拓地）
で和牛肥育と預託牛肥育（経産）を行
っている。
和牛肥育では、コスト上昇に対応す
るため、一貫経営の利点を生かし、自
家産の子牛は全て自家保留している。

あまり血統にはこだわらず、その牛が
持っている能力を最大限に発揮できる
ような飼養管理を行っている。
また、英利さんは佐賀県開拓畜産事
協の理事・肥育牛部会長を務めており、
生産者の先頭に立ち生産者全員が経営
を継続できるよう、事業の推進に力を
注いでいる。組合で肥育された肉牛は
「佐賀県産エフワンびより・和牛びよ
り」の銘柄牛として有利販売を目指し
ている。
繁殖牛については、牛の行動監視シ
ステム（ファームノート）を活用して、
種付けから分娩までの個体管理を徹底
している。このシステムを地域でもい
ち早く取り入れて先駆的役割を果た
し、繁殖成績の向上と事故防止に努め
ている。

また、今年から遊休地（みかん畑）
だった土地の整備を始め、ここを繁殖
牛の放牧地とする計画を進めている。
預託牛は、同じ地域の肉牛仲間から
経産肥育を委託され、飼養管理につい
ては、本人の技術力を信頼して任され
ている。
このように、繁殖、肥育、預託、畑
など複数の事業を行い、リスク分散を

図り安定した経営を実践している。
複合経営を実践するうえで奥さんの
協力は不可欠だが、由美さんも年々牛
を見る力や飼養管理技術を習得し、英
利さんから全幅の信頼を得ている。
英利さんは「てっぺんを目指すより、
今何が経営にとってより良い選択なの
かを見極めながら歩んでいきたい」と
力強く語ってくれた。

農研機構は、放牧牛の水飲み行動を
利用した「放牧牛体重計測システム（以
下、システム）」の開発を行ってきた。
このシステムは、水飲み場の前に体重
計と誘導路を設置し、首輪装着式の電
子タグを用いて、水を飲みに来た牛の
体重を自動計測・記録し、遠隔で発育状
況を確認できる仕組みとなっている。
しかし、このシステムで用いた直線
型誘導路は、入り口と出口が共通で、

牛が退出する際には後退する必要があ
った。そのため、牛同士の接触や、後
方の牛が前方の牛を頭で押すといった
攻撃行動が確認されていた。誘導路の
破損や個体の負傷につながる場合もあ
り、安定した体重計測や個体管理の妨
げとなるため、攻撃行動を抑える仕組

みが求められていた。
そこで、同機構は、牛が前進して退
出できる構造を持つ「斜め分岐型の誘
導路」を開発した（図）。従来型の前
方部分に約４５度の角度で新たな専用出
口を設けている。
従来型と新型を比較するため、監視
カメラを設置し、牛の行動を記録した。

また、体重計測システムを用いて水飲
み時の体重を自動記録した。
その結果、１日の１頭当たりの水飲
み場の利用回数は、平均１．５回から１．９
回に増加し、１回あたりの滞在・飲水
時間も２．２分から３．２分に増加した。攻
撃行動の発生率は１５．５％から７％へと
半減した。
このシステムは、公共牧場や放牧を
行う肉用牛生産者が、省力的に個体管
理を行えるように開発された。大規模

な専用設備を必要とせず、
単管パイプ等を用いて設置
できる点が特長だ。
同機構は、システムの簡
易化と低コスト化を進める
とともに、生産者自らが設
置・運用を検討できるよう、
構造の考え方や設置上の留
意点を整理した手順書の作
成を予定している。

（公財）日本食肉流通センターは６
月１日、「食肉業界の販売動向につい
て（２６年６月報告）」を公表した。今
回は、２６年１月からゴールデンウィー
クまでの食肉販売動向を中心に聞き取
りを行った結果を報告している。

【牛肉の販売動向】
国産牛肉は２月以降、和牛や交雑牛、
乳去勢牛ともに枝肉相場が高い状況が
続き、特に低位の格付け等級のものほ
ど相場上昇率が高かった。
和牛では、スネ、ブリスケなどの低
級部位は引き続き需要が強く、モモな
どの赤身部位も引きが強い。一方、ロ
インは、全体としては国内での引きは
弱いが、余剰で投げ売りが横行するよ
うな状況にはならなかった。

交雑牛、乳去勢牛、経産牛も引きの
強い状況が続いている。出荷頭数が少
なく、枝肉価格が高くなって利益が得
られない状況のため、扱い量を減らし
ているという報告が多くあった。

【豚肉の販売動向】
国産豚肉は、３～４月に枝肉価格が
例年以上に高くなったが、牛肉と鶏肉
の相場も高かったため、動きは悪くな
かったとする報告が多かった。
国産豚肉ではロースの動きが良くな
いとする一方で、バラ、カタロースは
よく動くとする報告が多くあった。ス
ペイン産豚肉輸入停止の影響により焼
き材が不足し、国産にシフトしている
とみられる。

農畜産業振興機構は６月１０日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２６年４月分、概算払い）
を公表した。
乳用種で標準的販売価格が標準的生
産費を下回ったため、交付が行われる。

交雑種および肉専用種は発動しなかっ
た。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種は３３５９．９円（前月は２万８７４３．３円、確
定値）となっている。
前月分と比べ、乳用種は素畜費が増
加したが、販売価格がそれを大きく上
回って上昇したほか、概算払いのため、
交付金は大幅な減額となった。

地域の先駆的役割を担って
佐賀県鹿島市・重松農場

上：支え合いながら牧場を営む重松夫妻
左下：繁殖牛の行動監視用首輪、右下：管理が整った肥育牛舎

放牧牛の水飲み場誘導路改良
専用出口を設け事故防止

低位格付け等級の枝肉が相場上昇率高く
食肉業界の販売動向 日本食肉流通センター

図は農研機構の資料から

乳用種のみの発動続く
牛マルキン４月分
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乳牛は高温に弱く、体温上昇に
こ う し ん

伴う酸化ストレスの亢進によって
生産性が大きく低下する。栃木県
畜産酪農研究センターは、乾燥マ
ンゴー（ドライフルーツ）製造時
に廃棄されるマンゴー皮が抗酸化
物質（ポリフェノール）を多く含
むことに着目し、これを暑熱期に
搾乳牛に給与することによる生産
性への影響を調査した。
◇方法
ホルスタイン種８頭を供試。ＴＭＲ
（同センターで試験牛以外にも給与さ
れている一般的な、配合飼料、トウモ
ロコシサイレージ、イタリアンライグ
ラスサイレージ、補助飼料等を混合し
たもの）を給与する「対照区」に４頭、
ＴＭＲ＋乾燥マンゴー皮（１日１頭当
たり５００ｇ）を給与する「試験区」に４
頭をそれぞれ振り分けた。「試験区」に
はマンゴー皮をトップドレスで給与し
た（写真１、２）。なお、使用した乾
燥マンゴー皮は、企業等からエコフィ
ードの残さをもらい受けて給与した。
試験期間は２４年７月２４日～８月２１日
とし、試験区と対照区両区で週ごとの
血中総コレステロール量・乳量を測定
し、暑熱による影響を調査した。
◇結果
血中総コレステロールの値を比べた
ところ、対照区は右肩下がりで推移し
たが、試験区は値が比較
的一定の範囲に保たれ
た。このことから、乾燥
マンゴー皮の給与により
飼料の摂取量が安定した
ことで、エネルギー摂取
量が安定したとみられ
る。乳量の差は図のとお
り。試験区と対照区の週

ごとの乳量を比べたところ、両区とも
暑さで乳量が次第に減少する傾向にあ
ったが、試験区は対照区よりも乳量の
減少割合が低く抑えられた。
同センターは、乾燥マンゴー皮が抗
酸化物質を多く含むことから、試験区
では抗酸化物質が酸化ストレスを抑制
し、乳量の減少を抑制できたと考察し
ている。今後、この暑熱対策試験の成
果を酪農現場で活用するため、技術普
及を推進していくとしている。

豚熱ワクチンは通常、頸部筋肉内へ
接種することが多いが、ワクチン接種
は人間にとっても豚にとっても大きな
負担となっている。
家畜改良センターによる繁殖豚を用
いた先行試験により、豚のお尻の尾根

け い け つ

～肛門の間に位置する経穴（人間の鍼
灸に使う「ツボ」）である「ＧＶ１」
の皮下へワクチンを打つと、豚の回避
行動が低減されることが明らかになっ
ている。東京都家畜保健衛生所は、「Ｇ
Ｖ１法」での豚熱ワクチン接種の効果
検証を目的として、調査を実施した。

～子豚への接種調査～
豚熱ワクチン未接種の５０～６０日齢の

け い ぶ

子豚４３頭を供試。頚部筋肉（豚の首の
筋肉）内へ接種する「従来法」区に２２
頭、ＧＶ１皮下に接種する「ＧＶ１法」
区に２１頭をそれぞれ配置した。両区と
も保定してワクチンを接種した。血液
検査の結果、両区とも中和抗体の上昇
がみられ、効果に差はみられなかった。
～繁殖母豚の行動調査～
繁殖母豚２７頭を、「従来法」に１３頭、

「ＧＶ１法」に１４頭それぞれ振り分け、
接種時の行動を調査した。その結果、

ＧＶ１法の豚は鳴いたり暴れたりとい
う行動が従来法で接種した豚より少な
く、従来法と比べてスムーズに作業が
進んだ。
なお、豚熱ワクチンのＧＶ１法では、
経穴を短めの注射針を用いて、皮膚に
対してなるべく垂直に刺すことで、腸

せ ん こ う

管穿孔（豚の腸を傷付けてしまう状態）
を防ぐ必要がある。同衛生所管内の一
貫経営農場でも繁殖豚への豚熱ワクチ
ン接種をＧＶ１法に切り替えたとこ
ろ、農場主からも好評であった。

北海道でも台風に
見舞われる機会が増
加していることか
ら、倒伏リスクを避
けた飼料用トウモロ
コシの栽培方法が求
められている。道総
研は、密植栽培で倒
伏リスクを避け、収
量も確保できるトウ
モロコシの栽培体系
を考案した。
～背景と目的～
これまでの試験の
結果、倒伏リスクを
低減できる栽植密度
は畦幅７５㎝で７５００本
／１０ａ（２１年指導参
考事項）だった。
また、１９・２０年のトウモロコシの栽
植密度と倒伏リスクの関係を調べた試
験（畦幅７５㎝・６０㎝・４５㎝の３区を設
定）の結果、栽植本数を変えずに倒伏

きょうけ い

リスクを低減できる狭畦の畦幅は、畦
幅６０㎝と推定。また、他の品種試験で
も、倒伏リスクが低減した（図１）。
これらの先行試験の結果から、倒伏
リスクを高めずに５％以上増収する栽
植様式は、「畦幅６０㎝、栽植密度８７００
本／１０ａ程度」と推定した。
～実証試験～
先行試験の結果から、「対照区（畦
幅７５㎝・７５００本／１０ａ）」、「狭畦密植

区（畦幅６０㎝・８７００本／１０ａ）」の２区
を設定（写真）。測定項目は、乾物収
量・ＨＰＲ値（引倒し法評価値：低い
ほど倒伏リスクが低い）・播種作業時
間（ha／時間）とした。
帯広市で２４年と２５年の２ヵ年実施し
た結果と、２５年に士幌町・中標津町で
実施した結果を比べたところ、いずれ
も乾物収量は増加し、ＨＰＲ値は低下
した（図２）。一方、播種作業時間が
平均２６％程度増加した。
同試験場は留意点として、作業時間
が増加すること、収量は上がるが種代
も増加することを挙げている。

乾燥マンゴー皮で暑熱対策 飼 料 用
トウモロコシ 狭畦でも収量確保

乳量低下を抑制 倒れにくく安定多収に

写真１ TMRにマンゴー皮をトップドレス

写
真
２
試
験
の
飼
料
を
食
べ
る
牛

図１ 品種試験の乾物収量とHPR値の畦幅７５㎝区比（％）
（RM９０日「Ｐ８２８４」）

畦
幅
７５
㎝
区
比（
％
）

図 試験期間中の乳量の推移

写真・図は全て栃木県畜産酪農研究センターの資料から

繁殖
母豚 豚熱ワクチン、経穴に打っても効果同等

接種負担の軽減に向けて

「ＧＶ１」の位置
東京都家畜保健衛生所の資料から

畦幅
75cm

畦幅
60cm
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農水省は３月、「２５年度有機農業及
び有機食品に関する意識・意向調査結
果」を公表した。
この調査は、２０年農林業センサスで
有機農業に取り組んでいると回答した
農業経営体（４０００経営体）などを対象
に、２５年１１月下旬から１２月下旬にかけ
て、有機農業及び有機食品に関する意
識・意向について調査し、調査時点で現
在も有機農業を営んでいる１０６８農業経
営体などから回答を得た結果である。
有機農業に取り組んでいる作目は、
水稲が５１．９％と最も多く、野菜４９．２％、
果樹２６．６％と続き、大豆、麦類、茶、
牧草、ソバの順だった。
取り組んでいる年数は、「１０～１９年」
と回答した割合が２５．６％と最も高く、
次いで「３０年以上」が２３．４％、「２０～２９
年」が２０．１％だった。
取り組む理由は、「より良い農産物
を提供するため」と回答した割合が
６１．５％と最も高く、次いで「農作業を

行う上での自身の健康のため」が
４２．５％、「農薬や肥料などの資材コス
トを削減するため」が３４．６％となった。
取り組んでいる認証や他の取り組み
等については、「有機ＪＡＳ認証は取
得していないが、栽培期間中は化学肥
料及び化学農薬不使用」と回答した割
合が３１．８％と最も高く、次いで「有機
ＪＡＳ認証は取得していないが、有機
ＪＡＳ認証水準の取り組み」が２２％、
「有機ＪＡＳ認証」が１６．８％だった。
取り組み規模の今後の意向について
は、有機農業の取り組み規模を拡大し
たい意向の経営体は２２．３％だった。「現
状維持」も含めた、有機農業を継続す
る意向の経営体は８１．８％にものぼる。
今後、取り組み規模を拡大したいと
回答した理由は、「よりよい農産物を
提供するため」と回答した割合が
７０．６％と最も高く、次いで「環境負荷
低減（温室効果ガスの削減、生物多様
性の保全など）のため」が３９．９％、「需

要があるため」が３９．１％の順だった。
取り組み規模を現状維持、一部縮小
または全部やめたいと回答した理由
は、「年齢的に有機農業の取り組みを
継続することが困難なため」が４４．５％
と最も高く、次いで「栽培管理に手間
がかかるため」が３７．５％、「人手が足

りないため」が３４．３％と続いた。
生産物の売り先、販売場所や方法は、
「ＪＡ」と回答した割合が３６％と最も
高く、次いで「消費者個人と相対で直
接取引（対面・宅配・オンライン）」
が３３％、「直売所」が３２．１％だった
（図）。

は ん て ん ま い

斑点米カメムシ（以下、同虫）は、
コメの品質や収量の低下を引き起こす
害虫で、防除には化学農薬が広く用い
られている。しかし、環境への負荷や
害虫の薬剤抵抗性の問題から、化学農
薬に頼らない防除が求められている。
今回、国立研究開発法人産業技術総
合研究所などの研究グループは、土壌
ｐＨを調整することで、同虫の成長や
繁殖力を制御できることを明らかにし
た。
多くの害虫は、成長や繁殖に必要な
共生細菌（生物の体表などに生息し、
栄養の供給や消化の補助などを通して
宿主の成長や繁殖に寄与）を保有して
いる。
一部のカメムシでは、土壌から共生
細菌を獲得することが知られている。
そこで、同グループは同虫で室内実験
や野外調査を行った。

その結果、中性以上のｐＨの土壌で
は、同虫が必要とする「バークホルデ
リア」という共生細菌の獲得が抑制さ
れ、同虫の成長や繁殖力が著しく低下
することがわかった。
弱酸性土壌のｐＨを人為的に中性以
上（実験では７、７．５、８に調整）にし
ても同様の結果となったことから、土
壌ｐＨが同虫と土壌細菌との共生関係
を左右する重要な要素であることが明
らかとなった。
土壌ｐＨの調整方法は、石灰資材の
施用など、すでに確立されているため、
既存の土壌管理の中でそのまま活用で
きることが大きな利点だ。
同グループは、土壌環境を介して害
虫の共生関係を調整するこの手法は、
化学農薬の使用量を低減し、環境負荷
の低い持続可能な害虫管理技術として
の発展が期待されるとしている。

茶は国ごとに農薬の残留基準値が異
なり、ＥＵなどでは、基準値が日本よ
り厳しく設定されている。日本の茶園
面積の約７０％を占める主要品種「やぶ
きた」は、炭疽病や輪斑病などの病気
に弱く、安定した生産のために化学農
薬が多く利用されている。加えて、欧
米では渋味を好まない傾向にあるた
め、これらの問題に対応した新品種の
開発が求められていた。
農研機構は、茶の主要病害である炭
疽病と輪斑病に強く、農薬使用量を大
幅に削減でき、有機栽培にも対応でき
る茶品種「りんめい」を育成した。
「やぶきた」と比べると、ほぼ同じ
中生で、寒さへの強さも同等以上のた
め、全国の「やぶきた」を栽培する茶

産地に導入できる。育成地における一
番茶から三番茶の収量は「やぶきた」
の約２．５倍となった。
新芽は鮮やかな濃い緑色で、荒茶の
製茶品質も高く、被覆栽培に適してい
る。被覆栽培を行った「りんめい」は、
従来の被覆栽培向き品種である「おく
みどり」よりも色合いや製茶品質が優
れることから、高品質な煎茶、深蒸し
茶、かぶせ茶、粉末茶、てん茶の製造
に適している。さらに、「りんめい」
はタンニンの含量が少なく渋味が弱い
ため、渋味を好まない欧米の消費者に
も受け入れられやすいとみられる。
農研機構は、「りんめい」を導入す
ることで、輸出や有機栽培の拡大につ
ながることが期待されるとしている。

岡山大学の研究グループは、昨年、
植物由来の天然成分である高濃度のカ
フェインを飲むとハエが死ぬことを発
見した（本紙２５年３月号で紹介）。
今回、同グループは、貯穀害虫であ
るコクヌストモドキを対象に、成虫と
幼虫に対し、カフェインを砂糖水に混

よ う か り つ

ぜて飲ませ、寿命、発育速度、蛹化率、
体サイズ、摂食量などへの影響を調べ
た。
その結果、高濃度のカフェイン（１％
以上）は、雌雄ともに寿命を短縮させ、
発育の遅延や蛹数の減少、体サイズの

縮小を引き起こした。一方、低濃度
（０．０１％）では蛹数の増加が認められ
たものの、個体サイズの縮小など、子
孫の質の低下が確認された。
今回の結果は、ハエだけではなく、
他の分類群である甲虫の害虫でも寿命
を短縮させ、発育などに影響を及ぼす
ことが実証された。
同グループは、カフェインの効果は、
広く節足動物に応用できる可能性があ
り、今後、アリ類など有害な外来昆虫
の駆除にも、応用できる可能性がある
としている。

有機農業の継続意向は８割超え
２５年度有機農業意向調査

農水省の資料を基に作成

土壌ｐＨ調整で斑点米カメムシ抑制 病気に強く有機栽培に期待
石灰資材施用で農薬使用量低減 茶新品種「りんめい」

カフェインに貯穀害虫への殺虫効果
節足動物全般に適用期待

産総研の資料から
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

素牛素牛
スモールスモール

（独）農畜産業振興機構（alic）はこ
のほど、食肉販売動向について、２５年
度下半期の実績と、２６年度上半期の見
通しの調査結果を公表した。
２５年度下半期の量販店における食肉
取扱割合の実績（重量）は、牛肉が
２２．４％、豚肉が４４．６％、鶏肉が３３．０％と
なった（図１）。２４年度下半期と比べ
て、牛肉が２．８㌽下がり、豚肉が０．８㌽、
鶏肉が２㌽それぞれ上がった。
２６年度上半期の量販店における食肉
販売量見通し（重量）については、２５
年度下半期との比較で、交雑牛、国産
豚肉・鶏肉は「増加」が多かった一方、

輸入牛肉は「減少」が多かった（図２）。
また、乳用牛は「同程度」と「減少」
が同水準だった。その他の区分では「同
程度」が最も多かった。
「増加」と回答した合計が多かった
のは、国産豚肉の６０．０％と国産鶏肉の
８０．０％で、その増加割合をみると「５％
未満」がそれぞれ最も多かった。
増加理由については、交雑牛が「販
促強化」が最も多く、次に「消費者の
低価格志向」及び「原料安」となって
いる。国産豚肉も「販促強化」が最も
多く、次に「輸入との需要シフト」と
なっている。

Ｆ₁・和牛とも頭
数減が続くも、
弱もちあいか

５月も例年より活発な動きとなって
いたが、６月に入ると相場は落ち着い
てきた。Ｆ₁・和牛は頭数減となるが、
弱もちあいに留まるか。
【乳去勢】５月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１３５３円（前年同月比１１３％）
となり、前月より９円下がった。
６月に入っても、Ｂ２で１３００円台の
動きとなっている。出荷頭数は前年よ
りやや増加する予測なので、弱もちあ
いでの推移となりそう。
【Ｆ₁去勢】５月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
４が１９０５円（同１１２％）、Ｂ３が１８７２円
（同１１４％）、Ｂ２が１８０３円（同１１７％）
だった。前月に比べ、Ｂ４が４８円、Ｂ

３が６４円、Ｂ２が７４円、それぞれ続伸
した。
６月に入ると、Ｂ４で１８００円台の推
移となり動きは落ち着いてきて、弱も
ちあいの推移となっている。
【和去勢】５月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ５が
２７１０円（同１０８％）、Ａ４が２５４７円（同
１１２％）、Ａ３が２４７０円（同１１３％）だっ
た。前月に比べ、Ａ５が２６円減、Ａ４
も１２円減、Ａ３は１円上がった。
６月になると、Ａ４で２５００円を切る
相場となってきたが、頭数は減少傾向
にあり、弱もちあいの推移か。
【出荷頭数】６月の出荷頭数は、和
牛４万２９００頭（同９７％）、交雑種１万
９６００頭（同９５％）、乳用種２万３３００頭
（同１１２％）と、乳用種以外は減少傾向
となっている。
【輸入量】農畜産業振興機構は６月

の冷蔵・冷凍品の輸入量を総量で４万
１２００ｔ（同９８％）と予測。内訳は、冷
蔵品１万２８００ｔ（同９１％）、冷凍品が
２万８４００ｔ（同１０１％）。
向こう１ヵ月の東京食肉市場の税込
み枝肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１２５０
～１３５０円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１７５０～１８５０
円、同Ｂ３は１７００～１８００円、同Ｂ２が
１６５０～１７５０円、和牛去勢Ａ５が２６５０～
２７５０円、Ａ４が２４５０～２５５０円、同Ａ３が
２３５０～２４５０円での推移か。

焼肉シーズンに
向け、相場は強
含みの推移か

５月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物７０２円（前年同月比
１０７％）、中物は６７０円（同１０７％）とな
った。前月に比べ上物が６７円、中物は
７１円ともに下がった。
４月の相場が高騰しただけに、５月
は下落しているが、それでも上・中と
も６００円台はキープしている。
これから夏の焼肉シーズンへ向かう
ことから、相場も活発となりそう。

農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
６月は１３１万頭（前年
同月比１０７％）と、や
や増加する予測とな
っている。しかし、
今年の夏も猛暑が予
想されることから、
今後の出荷頭数の状
況が注目される。
農畜産業振興機構
の需給予測による
と、６月の冷蔵・冷
凍品の輸入量は総量

で９万１２００ｔ（同１０９％）と、やや増加
する見込み。内訳は、冷蔵品３万６３００
ｔ（同１１３％）、冷凍品５万４９００ｔ（同
１０６％）。冷凍品は、スペイン産の代替
えでブラジルなどからの輸入量の上昇
が見込まれる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、強含みが見込まれる。
上物が７００～８００円、中物は６５０～７５０円
での推移か。

乳雄・Ｆ₁スモー
ルは、頭数減で
高値が続くか

【スモール】５月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が１８万３５３９円（前年同
月比１７６％）、Ｆ₁（雄雌含む）は３１万４２３５
円（同１３２％）で、前月に比べ、乳雄は
４万８１６８円、Ｆ₁も６万８４９６円共に続騰
した。
乳雄は、これ以上の高騰は肥育農家
も導入が困難となるが、頭数増加は見
込めず、今後ももちあいか。Ｆ₁は、６
月に入っても３０万円を超える市場が多
い。もうしばらく頭数は少ないと予想
されるので、スモール価格も下がりづ
らい状況となっている。

【乳素牛】５月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２４万６７１円（同１１８％）、Ｆ₁去勢は４９万
８１８３円（同１２５％）だった。前月に比べ
乳去勢は２０９９円上がり、Ｆ₁去勢も１万
２５２７円上がった。
Ｆ₁去勢は、枝肉相場が上昇してきて
いるので子牛の引き合いは強く、頭数
の増加は見込めないので、今後も強も
ちあいが予想される。
【和子牛】５月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
８９万９９７６円（同１２５％）で、前月より１
万６０５０円下がった。前月までの急騰か
らはやや落ち着いてきたが、上場頭数
が少ない状況は続いており、弱もちあ
いでの推移となるか。
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